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そ
し
て
震
災
が
忘
却
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
語
ら
れ
る
。
そ
の

意
味
で
も
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
考
え
続
け
る
末
木
氏
の
、
よ
り
完
成

し
た
「
真
如
の
哲
学
」
が
登
場
し
て
く
る
日
に
期
待
し
た
い
。

　

付
記

　

ち
な
み
に
、
本
書
の
巻
末
「
参
考
文
献
」
に
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
な
い
が
、
草
木
を
有
情
（
人
間
）
と
同
じ
成
仏
の
主
体
と
捉
え
る
草
木

成
仏
論
に
、
豊
か
な
他
者
表
象
・
自
然
へ
の
想
像
力
と
い
う
視
座
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
に
北
條
勝
貴
氏
「
草
木
成
仏
論
と
他
者
表
象
の
力
」

（
長
町
裕
司
他
編
『
人
間
の
尊
厳
を
問
い
直
す
』
上
智
大
学
、
二
〇
一
一
年
）

が
あ
る
。
ま
た
北
条
氏
に
は
、
具
体
的
な
神
話
や
寺
社
縁
起
説
話
を
分
析

し
、
人
外
の
存
在
（
動
植
物
）
へ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
ヒ
ト
中
心
主
義

の
相
対
化
を
め
ぐ
る
諸
論
稿
も
あ
る
。
末
木
氏
と
北
條
氏
の
立
場
は
容
易

に
は
交
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
書
を
、
他
者
性
の
根
源

た
る
真
如
の
哲
学
へ
向
け
た
原
理
論
と
す
れ
ば
、
他
者
（
自
然
）
が
如
何

に
物
語
ら
れ
る
か
を
分
析
し
、
そ
の
担
い
手
の
存
在
に
も
切
り
込
ん
で
ゆ

く
具
体
論
で
あ
る
北
條
氏
の
一
連
の
研
究
は
、
有
効
な
相
補
性
を
持
つ
と

も
言
え
よ
う
。

 

（
金
城
学
院
大
学
准
教
授
）

井
上
泰
至
著

『
近
世
刊
行
軍
書
論
─
教
訓
・
娯
楽
・
考
証
』

（
笠
間
書
院
・
二
〇
一
四
年
）

小 

川
　
和 

也

一
　
な
ぜ
軍
書
は
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？

　

本
書
の
「
お
わ
り
に
」
に
、「
刊
行
軍
書
は
そ
の
外
縁
た
る
、
歴
史
と

文
学
の
境
界
」
に
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
書
は
日
本
文

学
と
歴
史
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
で
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら

評
し
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
め
よ
う
。

　

四
年
ほ
ど
前
、
北
海
道
の
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
学
生
た
ち
と
日
高
地
方
の
平び
ら

取と
り

町
二に

風ぶ

谷た
に

を
訪
れ
た
。
二
風
谷
地

区
は
沙
流
川
沿
い
の
山
間
部
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
「
聖

地
」
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ア
イ
ヌ
の
儀
礼
に
重
要
な
沙
流
川
の
ダ
ム
建
設

に
は
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。

　

平
取
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
と
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料

館
を
見
学
、
そ
の
後
、
バ
ス
に
乗
り
移
動
、
ほ
ど
ち
か
い
義
経
神
社
に
向

か
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
聖
地
と
義
経
神
社
。
一
見
、
な
ん
の
関
係
も
な
い
よ

う
だ
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
神
社
は
、
源
義
経
が
衣
川
の
合
戦

日本思想史学-書評〈念校〉　　［出力］ 2015年9月25日　午後3時32分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学47〈2015〉　222

で
死
な
ず
に
蝦
夷
に
渡
っ
た
と
い
う
義
経
伝
説
に
も
と
づ
く
。
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
に
蝦
夷
探
索
に
き
た
近
藤
重
蔵
が
、
ア
イ
ヌ
の
祖
先
神
と

さ
れ
る
オ
キ
ク
ル
ミ
と
義
経
を
、
い
わ
ば
習
合
さ
せ
て
創
建
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
、
義
経
伝
説
は
ど
の
よ
う
に
普
及
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
軍
書
に
よ
る
。
義
経
伝
説
の
初
出
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に

完
成
し
た
『
本
朝
通
鑑
』
に
「
俗
伝
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
も
の
だ
が
、

急
速
に
広
が
る
の
は
、
元
禄
期
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
、『
残
太
平
記
』『
本

朝
武
家
高
名
記
』『
本
朝
武
家
評
林
』『
義
経
記
評
判
』『
義
経
興
廃
記
』

『
義
経
勲
功
記
』『
源
氏
一
統
志
』
な
ど
の
軍
書
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
享
保

期
の
軍
書
『
鎌
倉
実
記
』
で
は
、
義
経
は
蝦
夷
か
ら
大
陸
に
渡
る
。
義
経

が
成ジ
ン

吉ギ

思ス

汗カ
ン

に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
は
、
遙
か
な
後
年
、
大
日
本
帝
国
の

大
陸
侵
出
の
喧
伝
に
動
員
さ
れ
た
（
三
章
四
節
。
な
お
、
菊
池
勇
夫
「
義
経

「
蝦
夷
征
伐
」
物
語
の
生
誕
と
機
能
」『
史
苑
』
四
二
─
一
・
二
、
一
九
八
三
も

参
照
）。

　

こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
か
く
も
近
世
軍
書
が
日
本
社
会
に
与

え
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
射
程
は
長
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史

学
、
あ
る
い
は
思
想
史
で
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
書
で
は
、
そ
の
原
因
は
、
娯
楽
、
教
訓
、
歴
史
、

軍
学
と
い
う
「
諸
要
素
が
渾
然
」
と
し
て
お
り
、
一
次
史
料
と
し
て
の
価

値
が
な
く
、
見
る
べ
き
も
の
の
な
い
、「
継
子
扱
い
さ
れ
る
べ
き
性
格
の

も
の
だ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
（「
は
じ
め
に
」）。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

軍
書
の
通
俗
性
が
問
題
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
学
に
お
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
事
情
が
あ
っ
た
。
歴
史
学
に

お
け
る
軍
書
研
究
の
濫
觴
は
、
若
尾
政
希
の
「
太
平
記
読
み
」、『
太
平
記

評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
思
想
史
は
、
儒
学
者
の

テ
キ
ス
ト
分
析
と
い
う
狭
い
土
俵
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て

『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
と
い
う
軍
書
を
対
象
と
し
、
そ
の
受
容
・

普
及
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
近
世
日
本
社
会
を
覆
う
政
治
常
識
・
社

会
通
念
を
明
ら
か
に
し
た
（『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』
平
凡
社
選
書
、
一

九
九
九
）。
若
尾
に
よ
れ
ば
、
戦
後
歴
史
学
に
お
い
て
、『
太
平
記
』
研
究

が
忌
避

0

0

さ
れ
た
の
は
、
通
俗
性
に
く
わ
え
て
、『
太
平
記
』
と
楠
木
正
成

を
皇
国
史
観
の
な
か
で
も
て
は
や
さ
れ
た
物
語
と
英
雄
で
あ
る
と
し
て
、

全
面
否
定
し
た
こ
と
に
よ
る
（「『
太
平
記
』
は
尊
皇
の
書
か
？
」『
歴
史
評

論
』
七
四
〇
、
二
〇
一
一
）。
つ
ま
り
、
天
皇
制
軍
国
主
義
か
ら
の
解
放
は
、

『
太
平
記
』
に
象
徴
さ
れ
る
軍
書
一
般
の
否
定
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

近
世
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
軍
書
『
大
坂
物
語
』
の
「
天
下
泰
平
、
国

家
安
穏
」
と
い
う
思
想
性
に
注
目
し
た
の
は
、
横
田
冬
彦
で
あ
る
。
こ
の

軍
書
は
冒
頭
で
、「
静
か
な
る
世
は
文
を
も
つ
て
し
、
乱
れ
た
る
国
を
武

を
以
す
」、
つ
ま
り
、
武
の
時
代
が
お
わ
り
、
文
の
時
代
が
到
来
し
た
こ

と
を
告
げ
る
。
そ
し
て
、「
訴
訟
あ
る
者
ど
も
、
直
訴
を
と
げ
、
上
聞
に

達
し
か
ば
、
た
ち
ま
ち
憲
法
の
と
も
し
火
を
か
ゝ
げ
、
愁
嘆
の
闇
を
晴
ら

す
」
と
い
う
。
実
際
に
、
徳
川
家
康
は
将
軍
就
任
直
後
の
慶
長
八
年
（
一

六
〇
三
）
三
月
の
郷
村
令
で
、
直
訴
を
奨
励
し
て
い
た
。
横
田
が
著
し
た

『
日
本
の
歴
史
一
六 

天
下
泰
平
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
）
は
『
大
坂
物

語
』
か
ら
始
ま
る
。
近
世
の
通
史
が
軍
書
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
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と
自
体
、
新
鮮
で
あ
る
。

　

日
本
文
学
に
お
い
て
は
、
中
村
幸
彦
ら
の
先
駆
的
な
研
究
や
、
個
別
近

世
軍
書
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
歴
史
学
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
軍
書
に

対
す
る
ま
な
ざ
し
が
変
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
膨
大
な
数
が
流
通
し
た

近
世
軍
書
の
全
体
像
は
、
依
然
と
し
て
ヴ
ェ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
本
書
が
出
現
し
た
。

二
　
軍
書
の
森
を
み
わ
た
す

　

本
書
の
目
的
は
、
近
世
軍
書
の
「
全
体
像
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
近
世
軍
書
と
い
う
森
の
全
体
像
を
示
す
地
図
は
な
か

っ
た
。
木
を
見
て
森
を
み
ず
。
本
書
に
よ
っ
て
、
初
め
て
個
々
の
軍
書
＝

木
を
、
森
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
画
期
的
な
こ

と
で
は
な
い
か
。

　

対
象
と
な
る
近
世
軍
書
は
、
一
六
〇
〇
年
前
後
の
慶
長
・
元
和
期
か
ら
、

享
保
期
ご
ろ
ま
で
の
刊
本
で
あ
る
。『
和
漢
書
籍
目
録
』
の
「
軍
書
」、
お

よ
び
、『
和
漢
軍
書
要
覧
』
を
基
に
、
全
一
三
二
点
の
「
近
世
刊
行
軍
書

年
表
稿
」
を
掲
げ
る
（
一
章
二
節
）。
享
保
期
ご
ろ
の
刊
本
で
区
切
り
を

つ
け
た
の
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
出
版
統
制
令
に
よ
り
、
武
家

の
祖
先
に
関
す
る
刊
本
が
禁
止
さ
れ
、
軍
書
が
下
火
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、

と
い
う
。

　

な
ぜ
刊
本
な
の
か
。

　

軍
書
は
史
書
の
側
面
を
も
つ
。
江
戸
時
代
は
身
分
制
社
会
で
あ
り
、
文

化
に
も
階
層
差
が
あ
っ
た
。
文
化
の
「
雅
」
は
伝
統
で
あ
り
、「
俗
」
は

新
興
で
あ
る
。
岩
波
書
店
の
〈
日
本
思
想
大
系
〉
に
収
録
さ
れ
て
い
る

史
書
は
、「
雅
」
に
属
す
る
写
本
で
「
俗
」
な
刊
本
で
は
な
い
。
し
か
し
、

当
時
、
史
書
と
い
え
ば
、「
俗
」
な
軍
書
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
刊
本
で

あ
っ
た
（
一
章
一
節
）。

　

通
俗
性
を
示
す
例
と
し
て
、
山
本
蕉
逸
の
『
童
子
通
』
が
引
か
れ
て
い

る
。『
童
子
通
』
は
軍
書
で
は
な
く
、
学
問
の
初
歩
的
な
知
識
を
説
く
も

の
で
、
近
世
後
期
に
広
く
普
及
し
た
。
そ
の
な
か
に
、「
神
皇
正
統
記
ヲ

始
ト
シ
テ
、
前
後
太
平
記
ヨ
リ
太
閤
記
、
三
河
記
等
ヲ
読
ベ
シ
」
と
い
う

一
節
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
三
河
記
』
は
徳
川
家
の
事
績
を
記
し
た
も

の
で
、
将
軍
家
に
憚
り
が
あ
り
、
こ
の
本
の
み
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

武
家
の
歴
史
の
大
意
を
知
る
に
は
軍
書
を
読
む
べ
き
で
あ
る
、
と
推
奨
し

て
い
る
。

　

一
般
に
通
俗
性
は
普
及
性
・
大
衆
性
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
近
世
の
出

版
文
化
の
意
義
は
、
書
物
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
情
報
が
大

量
に
社
会
に
流
通
し
、
共
有
さ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
、
社
会
が
変
容
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
軍
書
に
お
い
て
も
、
刊
本
の
通
俗
性
に

意
義
が
あ
る
。

　

本
書
は
、
近
世
軍
書
を
四
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
（
一
章
一
節
）。

　

①
刊
本
以
前
、
戦
乱
の
収
ま
ら
ぬ
永
禄
か
ら
慶
長
期
に
私
的
な
記
録
と

し
て
、
家
の
功
績
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
写
本
で
伝
来
す
る
。

　

②
大
坂
の
陣
以
降
、
徳
川
の
「
平
和
」
に
よ
る
支
配
体
制
の
成
立
期
の

刊
本
。
①
の
性
格
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
他
方
、
戦
闘
集
団
で
あ
っ
た
武

士
団
が
、
戦
が
な
く
な
り
、
治
者
と
し
て
の
相
貌
を
帯
び
る
の
に
対
応
し
、
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仁
政
を
説
く
。
山
鹿
素
行
の
兵
学
が
治
世
の
心
構
え
を
説
き
な
が
ら
普
及

す
る
の
と
も
対
応
す
る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
の
は
、『
太
平
記
評
判

秘
伝
理
尽
鈔
』
と
『
甲
陽
軍
鑑
』
で
あ
る
。
①
②
は
戦
国
時
代
か
ら
近
世

へ
の
過
渡
的
な
性
格
を
も
つ
。

　

③
将
軍
で
い
え
ば
四
代
・
徳
川
家
綱
以
降
、
幕
藩
体
制
が
盤
石
の
も
の

に
な
る
時
期
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
『
北
条
九
代
記
』
を
嚆
矢
と

し
、『
太
平
記
』
以
前
と
以
後
の
時
代
を
扱
う
軍
書
が
続
々
刊
行
さ
れ
る
。

武
家
の
歴
史
が
通
史
化
さ
れ
て
い
く
。
戦
国
は
遠
く
な
り
け
り
。
著
者
も

読
者
も
戦
争
を
知
ら
ず
に
育
っ
た
世
代
の
軍
書
は
、「
長
篇
歴
史
読
み
物
」

の
性
格
を
帯
び
る
。

　

④
そ
れ
ま
で
歴
史
・
教
訓
・
軍
事
・
娯
楽
の
要
素
が
雑
居
・
混
在
し
て

い
た
軍
書
が
、『
太
平
記
』
に
文
献
批
判
を
加
え
た
水
戸
史
学
の
時
代
考

証
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
特
化
し
始
め
る
。
た
と
え

ば
、
娯
楽
性
に
特
化
し
た
も
の
と
し
て
、『
朝
鮮
太
平
記
』『
北
国
太
平

記
』
な
ど
の
馬
場
信
意
の
長
篇
が
代
表
す
る
。
教
訓
性
を
強
め
た
も
の
と

し
て
、『
武
家
感
状
記
』
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
軍
書
か
ら
名
将
の
言
行
録

を
抜
粋
し
た
本
が
登
場
す
る
。
こ
の
時
期
は
軍
書
の
解
体
期
で
あ
り
、
享

保
の
出
版
統
制
令
を
う
け
て
影
を
潜
め
、
代
わ
っ
て
、
本
格
的
な
歴
史
小

説
と
し
て
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
の
よ
う
な
「
読
本
」
が
生
ま
れ
る
、

と
い
う
見
通
し
を
示
す
。

　

近
世
軍
書
か
ら
何
が
み
え
て
く
る
か
。
評
者
の
関
心
か
ら
、
興
味
深
か

っ
た
点
を
列
挙
し
た
い
。

　

近
世
軍
書
に
は
、
軍
学
者
が
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
小
瀬
甫
庵
、

安
藤
掃
雲
軒
、
小
幡
景
憲
な
ど
の
浪
人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の

流
派
の
兵
学
・
軍
学
で
一
家
を
構
え
、
そ
の
諸
流
に
よ
っ
て
歴
史
観
が
異

な
る
。
ま
た
、
浪
人
は
大
名
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
大

名
家
の
求
め
に
応
じ
て
軍
学
や
戦
史
を
論
じ
、
叙
述
し
た
。
つ
ま
り
、
彼

ら
の
著
作
を
通
じ
て
、
領
主
層
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
が

で
き
る
（
一
章
一
節
）。

　

本
書
の
「
近
世
刊
行
軍
書
年
表
稿
」
を
み
て
気
づ
く
こ
と
は
、
織
田
信

長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
な
ど
天
下
の
覇
者
の
成
功
物
語
だ
け
で
は
な

く
、『
浅
井
物
語
』『
石
田
軍
記
』『
明
智
軍
記
』
な
ど
敗
軍
の
将
を
主
人

公
と
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
悲
劇
の
敗
軍
の
将
の
最
大

の
英
雄
の
一
人
は
、『
太
平
記
』
の
楠
木
正
成
、
も
う
一
人
は
『
義
経
記

評
判
』『
義
経
勲
功
記
』
な
ど
の
源
義
経
で
あ
ろ
う
。

　
「
良
将
は
戦
は
ず
し
て
勝
つ
」
と
い
う
『
太
平
記
』
の
命
題
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
正
成
は
戦
い
、
敗
れ
た
の
か
。
そ
こ
で
焦
点
と

な
る
の
が
、
建
武
の
新
政
の
後
醍
醐
天
皇
で
あ
る
。
天
皇
は
万
里
小
路

（
藤
原
）
藤
房
に
、「
今
大た
い

乱ら
ん

の
後
、
民た
み

費つ
ひ

え
人ひ
と

苦く
る

し
み
て
、
天
下
い
ま
だ

安や
す

か
ら
ざ
る
に
、
人じ
ん

主し
ゅ

の
誤
あ
や
ま
りを

正た
だ

す
べ
き
執し
つ

政せ
い

も
な
く
、
群ぐ
ん

臣し
ん

言こ
と

に
阿
お
も
ね

つ
て
、
国
の
危あ
や

きふ

こ
と
を
申
さ
ず
…
…
」
と
批
判
さ
れ
る
（
三
章
五
節
）。

藤
房
と
正
成
は
、
仁
政
を
貫
徹
さ
せ
る
べ
く
、
天
皇
に
対
す
る
諫
言
の
臣

と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
も
う
一
人
の
英
雄
・
義
経
は
蝦
夷
に
わ
た
る
が
、

そ
れ
は
、
蝦
夷
「
征
伐
」
の
色
彩
を
帯
び
、
ア
イ
ヌ
な
ど
異
民
族
支
配
の

論
理
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
く
（
同
）。

　

軍
書
の
最
大
の
作
家
は
、
十
四
点
の
作
品
を
も
つ
馬
場
信
意
で
あ
っ
た
。
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225　書　評

本
書
で
は
、『
朝
鮮
太
平
記
』
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
の
軍
書
は
、『
太
閤

記
』『
豊
臣
秀
吉
譜
』『
朝
鮮
征
伐
記
』『
清
正
記
』
な
ど
の
軍
書
と
朝
鮮

の
柳
成
龍
の
『
懲
ち
よ
う

毖ひ

録ろ
く
』
に
取
材
し
、
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
、
近
世
日
本
の
対
外
認
識
と
自
国
意
識
を
探
る
。
信
意
の
場
合
は
、
日

本
の
武
威
の
強
調
、
神
功
皇
后
の
「
三
韓
征
討
」、
神
国
意
識
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
「
日
本
型
華
夷
観
念
」
が
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
（
三
章
一
節
）。

　

信
意
は
序
文
で
ほ
と
ん
ど
常
に
、
自
作
が
「
史
実
」
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
う
断
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
な
ぜ
か
。
信
意
が

活
動
し
始
め
る
宝
永
こ
ろ
、
軍
書
は
虚
構
性
を
強
め
読
本
前
史
を
飾
る
も

の
と
、
史
料
を
比
較
検
討
し
史
実
を
追
求
す
る
も
の
に
分
化
し
て
ゆ
く
。

信
意
は
そ
の
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

三
　
課
題
と
展
望

　

近
世
刊
行
軍
書
の
全
体
像
に
迫
る
本
書
の
企
み
は
、
成
功
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
軍
書
の
作
者
の
立
場
、
あ
る
い
は
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程

を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
読
書
・
読
者
を
重
視
す
る
書
物
研
究
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
ど
う
読
ま
れ
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら

の
追
求
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
軍
書
が
近

世
社
会
に
あ
た
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
人
の
関
心
は
武
家
か
ら
民
衆
ま
で
、
近
世
に
成
立
し
た
「
家
」
を

没
落
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
繁
栄
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
刊
行
軍

書
の
通
俗
性
か
ら
す
れ
ば
、
民
衆
が
ど
う
読
ん
だ
の
か
は
一
つ
の
テ
ー
マ

と
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
た
と
え
ば
甲
斐
国
の
依
田
長
安
の
よ
う
に
、

土
豪
の
系
譜
を
引
く
家
の
由
緒
書
を
つ
く
り
な
が
ら
、
軍
書
か
ら
教
訓
を

引
き
出
し
て
い
た
（
横
田
冬
彦
「「
牢
人
百
姓
」
依
田
長
安
の
読
書
」『
一
橋

論
叢
』
一
三
四
─
四
、
二
〇
〇
五
）。

　

本
書
の
対
象
は
、
正
確
に
は
近
世
刊
行
和0

軍
書
で
あ
る
。
本
書
一
四
頁

に
は
、『
和
漢
軍
書
要
覧
』
の
上
巻
、
す
な
わ
ち
和
軍
書
の
み
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
下
巻
は
、『
通
俗
十
二
朝
軍
談
』『
通
俗
呉
越
軍
談
』『
通
俗

三
国
志
』
な
ど
、
刊
行
軍
書
の
特
徴
で
あ
る
「
通
俗
」
と
い
う
言
葉
を
冠

し
た
「
唐
軍
書
」
＝
漢
軍
書
目
録
で
あ
る
。
本
書
で
は
漢
軍
書
が
省
か
れ

た
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

実
は
、
先
に
示
し
た
『
童
子
通
』
の
引
用
箇
所
は
、「
王
代
武
家
ノ
事
、

迹
ア
ラ
〳
〵
知
タ
ル
上
ニ
テ
、
唐
山
ノ
通
俗
本
ヲ
ミ
ル
ベ
シ
、
十
二
朝
グ

ン
談
ヨ
リ
初
メ
、
明
清
闘
記
、
並
ニ
水
滸
伝
マ
デ
ヲ
渉ミ
ワ
タ猟

ス
ベ
シ
、
尤
正ジ
ツ

史ロ
ク

ト
ハ
相
違
セ
シ
事
ア
レ
ド
モ
、
大
意
ヲ
知
ル
ニ
足
レ
リ
」
と
い
う
一

文
が
続
く
。「
唐
山
」
と
は
漢
土
・
中
国
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
和
漢
軍

書
は
一
連
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
和
漢
軍
書
要
覧
』
上
巻

の
第
一
書
は
、『
日
本
王
代
一
覧
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
神
武
天
皇
か
ら

正
親
町
天
皇
ま
で
の
一
〇
七
代
の
天
皇
の
年
代
記
で
あ
る
。
な
ぜ
、
天
皇

の
年
代
記
が
必
要
な
の
か
。
た
と
え
ば
、『
和
漢
軍
書
要
覧
』
下
巻
の
漢

軍
書
の
解
説
で
は
、『
通
俗
三
国
志
』
は
「
日
本
人
皇
十
四
主
仲
哀
天
皇

ヨ
リ
十
五
主
神
功
皇
后
ノ
治
世
マ
テ
ニ
ア
タ
ル
」、『
通
俗
続
三
国
志
』
は

「
十
六
主
応
神
天
皇
ヨ
リ
十
七
主
孝
徳
天
皇
ノ
治
世
マ
テ
ニ
ア
タ
ル
」
と

い
う
よ
う
に
、
中
国
の
歴
史
と
天
皇
の
年
代
と
を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
れ

は
何
を
示
す
の
か
。
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本
書
三
章
一
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
歴
史
観
は
、

一
面
で
武
威
・
神
国
観
念
・
日
本
型
華
夷
・
皇
統
、
つ
ま
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
一
面
で
中
国
の
歴
史
に
も
通
じ
て
お
り
、

日
本
・
中
国
・
印
度
の
多
元
的
な
世
界
観
（
こ
こ
で
は
日
本
は
相
対
化
さ
れ

る
）
と
が
併
存
し
て
い
た
。
近
世
人
の
歴
史
観
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
多
元
的
な
世
界
観
は
、
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
構
造

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
と
い
っ
た
大
名
家
の
家
譜

編
纂
に
よ
っ
て
撃
発
さ
れ
た
歴
史
意
識
と
軍
書
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
近
世
中
後
期
以
降
、
各
大
名
家
で
は
、
藩
祖
や
中
興
の
祖
を

明
君
と
し
た
「
明
君
録
」
が
作
為
さ
れ
る
。「
明
君
録
」
は
、
虚
実
が
混

ざ
っ
た
歴
史
性
・
物
語
性
を
持
ち
、
仁
政
と
武
威
を
強
調
す
る
。
そ
の
性

格
は
、
軍
書
の
世
界
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
本
書
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
、
妄
想
は
や
む
こ
と
が
な
い
…
…
。

　
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
十
数
年
の
歳

月
が
流
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
歳
月
に
見
合
う
規
模
と
奥
行
き
を
備
え

て
い
る
。
軍
書
は
、
通
俗
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
は
な
く
、
通

俗
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
影
響
は
、

近
世
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
現
代
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
、
日
本

人
の
歴
史
観
と
歴
史
意
識
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
の
地
図
を
手
に
、
軍
書
の
森
に
分
け
入
る
歴
史

研
究
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
中
京
大
学
教
授
）

高
野
秀
晴
著

『
教
化
に
臨
む
近
世
学
問
─
石
門
心
学
の
立
場
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
五
年
）

相 

原
　
耕 

作

一

　

著
者
は
既
に
石
門
心
学
に
関
す
る
論
考
を
い
く
つ
も
手
が
け
て
い
る
。

但
し
、
本
書
は
そ
れ
と
は
独
立
の
一
大
論
文
で
あ
り
、
博
士
論
文
「
一
八

世
紀
日
本
に
お
け
る
民
衆
教
化
の
展
開
と
学
問
へ
の
視
線

─
石
門
心
学

を
中
心
に
」（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）
に
大
幅
に
加
筆
・
修
正

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
の
研
究
の
特
徴
は
、
自
明
の
前
提
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

石
門
心
学
の
「
創
始
者
」
は
石
田
梅
岩
な
の
か
。
著
者
は
、
手
島
堵
庵
が

梅
岩
の
教
え
を
「
創
始
者
」
の
教
え
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
門
心

学
を
創
出
し
た
と
い
う
（「
手
島
堵
庵
に
よ
る
石
門
心
学
の
創
出
」『
日
本
思

想
史
学
』
三
五
、
二
〇
〇
三
年
）。
石
門
心
学
は
幕
末
に
は
門
人
組
織
内
の

統
制
力
が
弱
く
な
り
衰
退
し
た
と
い
う
通
説
に
対
し
て
は
、
統
制
力
が
及

ば
な
い
ほ
ど
門
人
組
織
外
で
石
門
心
学
が
普
及
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る

（「
石
門
心
学
に
お
け
る
教
化
統
制
力
と
そ
の
圏
外

─
石
川
謙
『
石
門
心
学
史

の
研
究
』
の
再
検
討
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
六
五
、
二
〇
〇
四
年
）。
口
頭
で
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